平成28年度第1回社会教育委員会議議事録(議事要旨)
１　日　　時　　平成２８年７月１２日(火)午後１時３０分～午後２時２５分
２　場　　所　　八尾市役所本館８階　第２委員会室

３　出席委員（名簿順）

柿並委員、白木委員、田中委員、二宮委員、村尾委員、山下委員、中西委員、中道委員、山口委員　
４　事務局

中山教育長、田中生涯学習推進担当部長、南生涯学習スポーツ課長、西崎八尾図書館長、渞文化財課長、伊東青少年課長
５　議事案件
(１) 委嘱状交付式
(２) 教育長挨拶

(３) 議事案件

①　議長・副議長選出について
　　　②　平成２８年度事務事業概要について（資料１）
　　　　・生涯学習スポーツ課
　　　　・八尾図書館
　　　　・文化財課
　　　　・青少年課

　　　③　報告事項
　　　　・ロボットブログラミング連続教室について（生涯学習スポーツ課）（資料２）

・八尾市小学生軟式野球大会について（生涯学習スポーツ課）　　　（資料３）

・八尾市立図書館の利用状況等について（八尾図書館）　　　　　　（資料４）

・八尾市の文化財施設のイベント等について（文化財課）　　　　　（資料５）

・八尾市こども会連合・ジュニア親善ソフトボール大会について（青少年課）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料６）

・その他
　　　　　
(４) その他
会議要旨

１　委嘱状交付式
(略)

２　教育長挨拶

　　　　(略)

３　事務局職員紹介

　　　 （略）

４　案件

　（１）議長・副議長選出について

　　　　議長に田中委員、副議長に白木委員を選出
　（２）平成２８年度事務事業概要について（資料１）
　　　　　①生涯学習スポーツ課　　　　
　　　　　②八尾図書館　　　　　　　　

　　　　　③文化財課　　　　　　　　　

　　　　　④青少年課　　　　　　　　　

〇事務局

(資料１に基づき説明)

○委員
　　八尾図書館より説明いただいた今東光資料館の件ですが、どれぐらいの利用者があるのか。
〇事務局
日々の統計としては取っておりませんが、一日平均２０名程度の来館をいだいており、イベ

ント等があった時などは一日５０名近い来館者をいただいています。
〇委員
　「八尾で何故今東光を特別にやったのか」、「八尾をあんな柄の悪い地域にしたのに」と言
っている人もいることを聞くことがある。私が知る範囲では、そんなことはないと思っている

が、そのことを聞かれたことはあるか。
　

〇事務局
確かに映画などのイメージで八尾という印象が付いた部分も考えられますが、文学作品等の中で非常に純粋な作品なんかもあり、そういった作品も合わせて紹介していきたいと考えています。ご自分の人物像と映画等から来る想像されるイメージと重なって人格と映画の世界が重なっている面もあり、その辺の誤解も解きながら八尾の魅力というものを広く伝える活動をしていきたいと考えています。
〇委員
　何故このようなことを聞くかと言うと、私が20歳ぐらいの時に何回か今東光さんとお会いし
たが、大変気持ちの大きな方で、地元の方ともうまくいったというのは、あの方の心の広さ所
以と思う。そういったことを知っている人に聞いて、正しい方向にもっていってもらいたいと
思う。せっかく八尾の図書館で今東光さんの資料館を作ったのだから、今東光さんの良い所を
どんどん広げていただき、悪い噂を払しょくするだけの資料館にしてほしいと思う。
〇委員
　　こども会設置促進事業について、先ほど課長からこども会の加入率を増やすためにとのお話
しがあった。今、今こども会は各校区非常に目減りしており、２０％に満たないこども会加入
率となっている地域もある。これは行政ももう少し力を入れていただきたい。こども会活動が
いかに大事かということを本腰入れて取り組んでもらいたい。

また、青少年コミュニティ運動広場事業であるが、２８年度では、地区福祉委員会が運営管
理を実施となっているが、どういう意味なのか、教えてほしい。
〇事務局
　こども会設置促進事業についてですが、こども会の加入率は年々下がっている傾向であり、昨年事務局としても、地域と話しをして、下がっているところは、連合でこども会を作っていただくというような形で工夫をこらして、八尾市全体で１％と若干加入率が上がっている状況です。

これからも引き続き、こども会の加入率を促進する啓発活動を行うと同時に地域創生活性化の交付金も活用して、こども会のハンドブックを今年は作成し、こども会にも活用していただいて、新しく子ども会を作っていただけるような工夫をこれから考えており、今年度はさらに加速させたいと思っています。
次に、青少年コミュニティ運動広場事業についてですが、コミュニティ運動広場として活動していただいていますのは、地域の方が土地を提供していただいて、八尾市が借り受けて地区福祉委員会に管理運営を委託しているのは、昭和５０年ぐらいから始まりまして、市内１０ヶ所ぐらいありましたが、今は３ヶ所になっており、今年度の8月末に一ヶ所(用和)の土地を返還するため閉鎖になりますので、２ヶ所になる予定です。生涯学習センター近くの太陽の広場と東中学校前の２ヶ所を福祉委員会に管理運営を委託しているという状況です。
〇委員
　　28年度計画の中で、地区福祉委員会が管理運営を実施というような書き出しになっているが、
この表現ではほとんどの地区福祉委員会が管理運営を実施しているようになってくるのではと

危惧する。２～３ヶ所であれば、当該地域の福祉委員会に委託しているような形で補足しても
らったほうが理解できるかと思うので、書き出しを変えてはどうかと思った。
〇委員
　　家庭教育学級事業についてであるが、やはり家庭教育というのは、幼い頃の家庭教育が本当
に大事だと思う。私達の学習館においても、この間、校長会の方々のご協力をいただいて夏休
みに入ってすぐの３日間、子ども達の消費者教室の開催チラシを配らせていただいた。
市政だよりにも掲載したが、なかなか集まるということが難しくなって、校長会を通じて、
学校側からチラシを回していただいたら、倍ぐらいの人数に増えた。これからも、学校教育・家庭教育を充実していきたいと思うので、よろしくお願いしたい。
〇委員

　　先ほど、こども会のお話しをしたが、今、委員から校長会の協力をいただいたとの話しがあった。特に、こども会への加入というのは、児童が対象になるので、教育委員会としても、こども会の加入について話しをしていただいていると思うが、校長会からも強くプッシュ願いたい。
〇委員

事務局の青少年課もがんばっていただき、小学校の入学式説明会でこども会加入の要請をかけさせていただいた。一年目は結果が出なかったが、学校の方から連絡があり、２名の児童がこども会に入りたいという連絡をいただき、効果が出てきていると感じている。やはり長い目でみて学校側と連携していかないと駄目だと日々思っている。
また、７月２３日から市こ連のソフトボール大会が開催されるが、こども会が５８回目、ジュニアが５０回目になってきており、大きな節目にもになってきたのかと感じており、新たに事務局・役員と話し合って考えていかないと駄目な時代かと思っているので、皆さんのお知恵も拝借しながら進めていきたいと思っている。
〇委員
こども会の加入率が減少するという裏にあるのは、親の忙しさであって、子ども達はみな参加したいと思っている。親の方は、自分の子どもがこども会に入るといろんな行事や役がまわってくるので、役ができないということで止めておられる親御さんがたくさんおられる。
そこで、次世代型のこども会の運営方法というものを考えていく必要があるのではと思っている。子ども達を入れたいが、これ以上は仕事がいっぱいで、地区のためにいろいろとやれと言われたら出来へんと言っている親御さんを、いかに巻き込んで地域が支えられるかということが次に見えてくると、八尾型のこども会が発展するのではないかということを今お聞きして思った。
それと事務局の方にお伺いするが、平成２８年度で特に世代間交流で新たに工夫して取り組まれている事例のお話などをお伺いしたい。
〇事務局
　 新規の事業ではありませんが、放課後こども教室事業やすくすくこども地域活動支援事業を

地域の方々や福祉委員会あるいはまちづくり協議会等が中心となっていただいて、こどもさんの多様な体験をしていただいています。例えば、囲碁が流行れば囲碁の駒の動かし方を教えるとか、地域のシルバー世代の方々が中心になって次世代交流ということで頑張ってもらっています。

これは、小学校単位や中学生単位で、地道に活動してもらっており、新規ということではあ

りませんが、次世代間交流ということでは地域のほうで工夫して実施してもらっている事業があります。
　（３）報告事項
　　　　　①ロボットブログラミング連続教室について（生涯学習スポーツ課）（資料２）

②八尾市小学生軟式野球大会について（生涯学習スポーツ課）　　　（資料３）

③八尾市立図書館の利用状況等について（八尾図書館）　　　　　　（資料４）

④八尾市の文化財施設のイベント等について（文化財課）　　　　　（資料５）

⑤八尾市こども会連合・ジュニア親善ソフトボール大会について（青少年課）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料６）

⑥その他
〇事務局
（上記資料に基づき報告）
〇委員

　　資料２の（7）の定員4名とあるが、これは1団体についてという意味か。
〇事務局
定員は、１チーム（１学校）4名ということです。

〇委員

資料４の図書館利用状況で、図書通帳を作ってもらっているが、なかなかおもしろい取り組みだと思う。その効用について、特にポイントの取得に走ってしまい、よく本の内容を読んでいるのかということが気になるが、図書通帳の効果をどのようにつかんでおられるのか。
〇事務局
図書通帳については好評もいただいています。確かに初めて子ども達に図書通帳を配った時には、その物珍しさや機械の操作性のおもしろさもあって、そのようなこともあったかもしれませんが、今は落ち着いた利用状況になっております。特に子ども達ですが、絵本を読むということで、お母さんと一緒に、お父さんと一緒にどういった本を読んだのかという記録も確認しながら活用してもらっています。

－6－

